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【目的】 Bortezomib は NF-κB の活性化に必要な IκB を分解するプロテアソーム          
の 阻 害 を 目 的 と し て デ ザ イ ン さ れ た 新 規 分 子 標 的 治 療 薬 で あ る 。  今 回 我 々 は          
治 療 抵 抗 性 多 発 性 骨 髄 腫 2 例 に bortezomib が 有 効 で あ り デ キ サ メ サ ゾ ン (DEX)         
を併用することにより副作用を軽減することができたので報告する。  【症例 1】         
62 歳女性，多発性骨髄腫  (IgG-κ 型 ,  stageⅢ ) と診断され , 多剤併用化学療法、自家末梢
血幹細胞移植 ,  サリドマリド療法等を施行したが効果は一時的であった。Bortezomib 療法
を 2コース施行し IgG 値は 8040から 1020mg/dlに低下 ,  骨髄中形質細胞は 1.2％となった。
【症例 2】43 歳男性 , 多発性骨髄腫（ IgD 型 , stageⅡ）と診断され，多剤化学療法，自家末
梢血幹細胞移植 ,サリドマリド療法等施行するも治療抵抗性であった。Bortezomib 療法を 2
コース施行し IgD 値は 2140 から 623mg/dl に低下し ,  骨髄中形質細胞は 60.5％から 14.6％
に低下した。2 症例とも 2 コース目のみ DEX を併用したが 1 コース目と比較して貧血、血
小板減少 ,  発熱 , 疼痛 , 全身倦怠感 ,  末梢神経障害等の副作用が軽減された。【結論】治療
抵抗性の多発性骨髄腫 2 例に対して bortezomib と DEX の併用療法を施行し , 良好な治療成
績が得られ、副作用も減少させることができた。Bortezomib と DEX の併用療法は難治性多
発性骨髄腫に対し有効な治療方法と考えられた。 
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